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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は幼児期の二言語獲得が認知機能の発達と社会的認知の指標である心の
理論の発達に与える影響を検討することであった。また同時にこれらの側面の発達に寄与する神経学的基盤につ
いての検討も行った。
主にモノリンガルとバイリンガルの幼児を対象に、認知機能ならびに社会的認知を測定する複数の行動課題を実
施した。
一連の研究から、二言語同時獲得では二言語間で知識が共有され処理されることによる獲得への影響があること
が示され、二言語の存在により、一言語とは異なる認知的過程が存在する可能性が確認されたといえる。また、
バイリンガルが行う言語切り替えが実行機能系と関連する可能性が示唆された。
研究成果の概要（英文）：The main aim of the current project was to examine the possible effects of 
bilingual language acquisition on cognition and social cognition in young children. It also aimed to
 examine the neurological bases that support such aspects of cognition.
We examined the cognitive and social cognitive abilities of both bilingual and monolingual 
preschoolers using a number of behavioral measures.
The results of series of studies suggest two things: firstly, sharing of knowledge of two languages 
in simultaneous acquisition influences the language acquisition itself, demonstrating different 
cognitive processes involved in bilingual language acquisition; and secondly, possibility that 
language switching behavior by bilinguals is related to executive function.
研究分野： 発達心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
国内において外国人の親をもつ子どもや日本語以外の言語を家庭で聞いて育つ子どもは増加の一途をたどる。欧
米では移民の子どもを対象とした二言語もしくは複数言語発達の認知的影響が長く研究されているが、日本語を
含む二言語・複数言語獲得が認知におよぼす影響についてはほとんど調べられてきていない。本研究は日本語を
含む二言語獲得の幼児を対象に科学的手法で認知特性と二言語使用との関連を検証しようとした数少ないもので
あり、多様化し続ける日本の子ども育つ環境の影響を理解し支援するために資料となりうると考えられ、学術的
にも社会的にも意味がある。
※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
様 式 Ｃ－１９, Ｆ－１９－１, Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
バイリンガルの子どもの学力を含む様々な能力はモノリンガルのものとは劣
るとされてきた時代があった. このような考えは主流文化・言語のなか入り込
んできた移民・少数民族の文化・言語を良く思わない時代的風潮のなかで行わ
れた研究によって支持されていたが,家庭の経済・教育レベルを統制しないまま
不公平な比較が行われていたことがその後指摘されるようになった.  
これとは逆に,最近ではバイリンガルの子どもの認知的な優位性が注目され
はじめている. 特に認知のなかでも“実行機能”の違いが注目されている. 実
行機能とは目的遂行のために必要な能力であり,ある行動を実行する際,無関係
であったり適切ではない行動や情報を抑制する高次の認知的抑制制御(Zelazo, 
1997) と定義されている. このなかには,“抑制”,“認知的柔軟性”,そして
“情報の更新”といった下位機能が含まれ(Miyake, Freidman, Emerson, Witzki, 
Howerter & Wager, 2000),幼児期の間に飛躍的に発達し,後の学力や社会性と関
係があるとされている. Bialystok et al.(1998)等を皮切りに,バイリンガルの
幼児はモノリンガルよりもこのような実行機能系が関わる課題が得意であるこ
とが様々な研究で示されている. つまりは,二言語を聞いて育つ子どもは同時
に活性化される二言語の情報を保持しながらも場面に応じて不必要な言語の情
報を抑制し,切り替えて柔軟に使い分ける必要性に頻繁に晒されることから,実
行機能系の能力がモノリンガルと比較して高いとされている. しかし,日本語
を含む多言語環境で育つ子どもは国内外問わず増加しているものの,その認知
に及ぼす影響は殆ど検討されてきていない . 近年の早期外国語教育に対する
興味の高さ,在外日本人家庭の増加や国内における外国語使用家庭の増加の観
点からも,日本語を含む幼児期のバイリンガリズムの認知的側面についての研
究は社会的な要請が高いものの,日本語を含むバイリンガルの言語発達とその
認知発達への影響について実証的な検討は未だ乏しい.  
２．研究の目的 
子どものバイリンガルは常に二言語の情報を巧みに制御し場面に応じた使い
分け行う経験をして生きていることから認知的柔軟性や葛藤抑制のような実行
機能の能力や , 他の認知機能が促進されていると考えられている . 同様に二
言語使用によって促進された認知機能は幼児期初期の他者理解の物差しである
他者理解（心の理論）の能力をも促進すると解釈されている. しかしながら, 
実際にどのような二言語使用や状態がこれらの能力を促進するかについてのエ
ビデンスは殆どない . さらに日本語を含んだ幼児バイリンガルの認知的側面
は実証的に検討されてきていない.  
本研究の目的は幼児期の二言語獲得が認知機能の発達と社会性発達の指標で
ある心の理論の発達に与える影響を検討することであった . また同時にこれ
らの側面の発達に寄与する神経学的基盤についての検討を行うことも目的とし
た.  
３．研究の方法 
(1) 行動課題の作成と定義と手法の開発 
 幼児に合わせた行動課題を作成するために , 主にモノリンガルの子ども
を対象とした予備実験を行った . 複数回行っているため , 全てについて記載
はできないが, 概ね以下のような対象と手法を用いた. 対象：幼児３歳～６歳. 
実施場所：保育園・幼稚園の静かな場所で実験者と対面で実施. 実施課題：語
彙発達検査, ストループ課題, 抑制制御課題, 心の理論課題等. ストループ
課題と抑制制御課題はＰＣを用いて反応時間と正誤を計測した . 語彙検査以
外の行動課題の実施の際には pocket-NIRS を装着し, 前頭前額部(Fp1 と Fp2)
の脳活動計測を行った. また, pocket-NIRS 自体はコンパクトで幼児実験に向
いているものであるものの , 計測できる範囲の狭さや機能が限定的であるこ
とから, その信頼性の確認が必要であった . そのため, 同一課題実施時の大
型の fNIRS や他の小型の脳計測機器と近いデータが得られるかの確認を行っ
た.  
(2) 二言語使用の認知的影響 
① 言語獲得における影響 
 二言語の同時獲得における言語内での認知的影響について二つの領域につ
いて検討した . 一つ目は語彙獲得について , 二つ目は語順の獲得についての
ものであった.  
二言語の語彙獲得については , マッカーサー乳幼児言語発達質問紙 (CDIs)
の英語版ならびに日本語版を用いて乳児～幼児の語彙データを収集したものを
使用した. 語順の獲得については スペイン語と日本語の二言語環境で育つ幼
児を対象に, 名詞句内の語順の獲得について複合名詞課題を実施した.  
② 実行機能, 心の理論, 脳への影響 
 モノリンガルならびにバイリンガルの幼児を対象に複数の実験実施を行っ
た . 実験によって多少異なるものの , 一つの実験で２～６歳の幼児２０～４
０名を対象に(1)に示したような課題を実施した.  
４．研究成果  
 (1) 行動課題の作成と定義と手法の開発 
 本課題では複数の行動課題を使用して幼児の認知や社会的認知を計測するこ
とから , 行動課題の開発とその有効性の検討を行った . 予備研究としてモノ
リンガルの幼児を対象として課題の検討を行った結果を論文としてまとめた
（久津木,2016）.また脳血流の計測に使用する pocketNIRS の信頼性を担保する
ため,fNIRS や他の脳計測機器で収集したデータと相関的検討を行った結果あ
る程度近いデータが得られることが示された(田浦,2016 等 ). 
 (2) 二言語使用の認知的影響 
① 言語獲得における影響 
二言語を獲得することによる認知的影響を明らかにするためにバイリンガル
幼児の語彙や文法の獲得に注目しその特徴をモノリンガルと比較することによ
り検討した . その結果 , バイリンガルが獲得する語彙にはモノリンガルとは
異なる独特な傾向をもつということだけでなく , モノリンガルとは異なる過
程を踏んで語彙を獲得することを示唆する結果を得た. 久津木（2017）では, 
日本語と英語を聞いて育つ一人の幼児の語彙カテゴリの発達と入力の関係の検
討を試み, 入力場面の共有性の非常に高い,家庭内の事物等についての語彙は
言語間で相関があったが ,その他の語彙ではほとんど相関がみられなかった. 
特に,月齢間の分析の結果では二つの言語の産出・理解語彙において特徴的な語
彙に共通性がみられなかった. このことから,言語類型的に類似性の低い言語
間では入力場面の共通性が非常に高い語彙カテゴリでは知識の共有がみられる
が,それ以外では,二つの言語のレベルの差の影響から二言語の語彙カテゴリは
概ね独立して発達することが示唆された.同様の傾向は, 三つの言語を獲得す
る幼児にもみられ, ドイツ語, 日本語,英語の三言語を同時獲得する幼児の 14
か月間の語彙の変化を分析した結果,三言語の獲得語彙のカテゴリやレベルに
は違いがあることがあるものの , 言語間で知識の共有がありそれが発達的に
変化することが示された（Kutsuki, 2016）さらに詳しく獲得語彙を個別に検討
したところ,幼児の語彙獲得においても,語彙レベルで類似性の言語間で高いも
のは類似性が低いものとは異なる処理をされている可能性が示唆された . 幼
児のバイリンガルの語彙獲得において言語間で形式の類似性の影響があるかを
検討したもの.日本語語彙において英語派生の形式的類似性の高いカタカナ語
がその他の対応語と比べ獲得率が高いかを調べた.その結果,その他の対応語と
比 較 し ,全 般 的 に 形 式 的 類 似 性 が 高 い 語 彙 は 獲 得 率 が 高 い こ と が 判 明 し た
(Kutsuki,2018 & 久津木,2018).またこのような傾向はモノリンガルの語彙で
はみられなかったことから,幼児期の同時バイリンガルの語彙獲得において形
式的類似性は言語をまたいで影響を及ぼすことが確認されたといえる.  
② 実行機能系, 心の理論, 脳への影響 
 バイリンガルの実行機能系が促進されているといわれるものの , 言語を
切り替える行動自体の影響である か を確か め た研 究は ほ とんど 存 在し ない . 
しかし, かなり易しい語彙を設定したとても,幼児のバイリンガルの２言語の
能力には非常に大きな差と個人差も大 き く ,課 題実 施が困 難で ある .よっ て , 
言語能力の影響を受けない,一言語内での言語的切り替え課題を開発し,他の実
行機能系の指標と照らし合わせることで,課題の有効性を確認する実験を実施
した.  
まず,幼児期の一言語話者を対象に,言語的切り替え課題を開発しその結果と
他の実行機能系の行動指標や質問紙による抑制や衝動制御の傾向との関連を検
討した(久津木,2017,& Kutsuki,2017） . その結果, 語彙切り替え課題の指標
のなかでも , 正しく素早く反応できるかを示す値と気質の下位項目のなかで
も注意の転移との間に有意な負の相関がみられた.このことから,人物によって
音節を変えて素早く反応を返せる子どもは普段の生活のなかでも場面に応じて
注意や行動を切り替えることが得意であることが示された.しかし, 他の下位
項目とは関連がみられなかった.これはバイリンガルの幼児がモノリンガルの
幼児とで実行機能系の課題の成績を比較した際 , プレゼントを待つ課題や目
を閉じて開かないよう我慢するといった衝動制御系の課題では差がないのに対
し, 注意の切り替えやワーキングメモリ, そして, 葛藤抑制系の課題ではバ
イリンガルのほうが優勢であったことを示す Carlson & Meltzoff(2008)の結果
と類似性がある結果であった . またこれは , 言語的切り替え能力は実行機能
系の特定の領域と関連する可能性を示唆するものであった.  
 久津木&田浦（2018)では, バイリンガル幼児の実行機能系課題と言語能力と
の関連性を比較した.その結果,語彙数を指標とした英語力と日本語力と実行機
能との関連を比較したところ , 英語力のみが特に葛藤抑制と関連を示し , さ
らに, 英語力が他者理解の指標である心の理論と関連があることが示された. 
このことから , 早期から英語を学ぶという経験が , 幼児期の認知の実行機能
そして社会性発達の双方に影響を与えている可能性があることが確認された. 
しかしながら , 想定していた実行機能と心の理論との直接的な関連はなかっ
たことから, 英語獲得の影響は異なるルートを経ている可能性が考えられる. 
例えば , 幼児期から外国語である英語の語彙が多い子どもは多重ラベルを許
容できる認知的な柔軟性がもともと高い,もしくは,このような経験により促進
されていると解釈できる .また,心の理論のような他者理解の能力は , 英語を
学ぶ際の異文化接触により育まれていると解釈することができる . また , こ
の結果にさらに考察を加えたものを論文として報告した（久津木・田浦,2019).  
モノリンガルの幼児対象の実験（Kutsuki, 2017）では,上記の実験遂行時の
脳活動と言語の切り替え行動と実行機能系の複数の指標との関連を検討した. 
具体的には下記のような結果が得られた. 語彙切り替え課題において,正答の
反応時間と正答数は心の理論課題のスコアと関連があることが明らかになり, 
素早く正確に言語音を切り替える能力は心の理論課題の通過に必要な表象の切
り替えや抑制と関連することが示唆された.さらに, 年齢別（５歳以下 vs５歳
以上）で分析を行った結果, 年齢によって課題間の関連性が異なることが示さ
れた.５歳以下では, 抑制能力（質問紙）と語彙課題の正答数及び反応時間, そ
して, 注意の切り替え（質問紙）と語彙切り替えの反応時間とが負の相関を示
した.  
このことから,５歳以下の幼児では, 日常的な行動のなかで衝動性の抑制や
他の行動に気持ちや注意を切り替えるといった能力が , 言語音を正確に速く
切り替える能力と関連していることが明らかとなった.５歳以上では, 切り替
え課題が気質指標との間で関連がみられなかった. しかし,左前頭全皮質の活
動と負の相関が認められた.このことから, 年長の幼児において言語的な抑制
には脳の特定の部位が関連しており,このような抑制において個人差がみられ, 
得意であるほど活動が低いことが示唆された . なぜ年齢によって結果が異な
るのかについて具体的な答えはまだないが,５歳以降前頭葉が飛躍的に発達す
ることを考慮すると,この時期の子どものほうが発達の個人差がみられやすい
為だと解釈できる. 
以上の一連の結果から,二言語同時獲得では二言語間で知識が共有され処理
されることによる獲得への影響の存在 , そして二言語の存在により一言語と
は異なる認知的過程が存在する可能性が確認されたといえる. また ,言語的な
切り替え課題のパフォーマンスが実行機能系と関連し,脳活動でもそれが示さ
れる結果を得ることができたことから,言語を切り替える行動が認知そしてそ
れを支える神経的基盤と関連している可能性が示されたといえる.しかしなが
ら,他者理解である心の理論は英語獲得との関連をみせたものの, 言語切り替
え課題などの実行機能系と直接的な関連があまり見られなかった.これは心の
理論が純粋な実行機能系の働きのみによって支えられているものではないため
と考えられ,より複合的な要因を変数として捉えなおす必要があるだろう.  
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